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結果：症例は、男性466例、女性370例、年齢52.7 ± 16.7歳、観察期間4.87 ± 1.39年であった。
入院を要する細菌感染症に罹患した症例（「感染症あり」群）は計61症例で、感染部位は呼吸器48％、
尿路21％、腸管10％、皮膚9％であった。eGFR の値は「感染症あり」群56.3 ± 36.8 ml/min/1.73m2、
「感染症なし」群64.3 ± 35.4 ml/min/1.73m2、CKD stage 別の症例数は「感染症なし」群で stage 
3－5の割合が45.1％、「感染症あり」群では63.9％と、「感染症あり」群において中等度以上の腎
機能低下を示す症例の割合が多かった。多重ロジスティック回帰分析では、CKD stage 3以上で調
整オッズ比（adjusted odds ratio：aOR） = 2.177、免疫抑制剤の使用：aOR = 2.443、糖尿病：
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